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【概 要】

水島地区コンビナートは中国・四国の中心に立地し，エネルギー，鉄鋼，石油化学製品

等の我が国の重要な生産拠点である．万一の大規模地震，災害によりエネルギー供給設

備と生産設備のシステムの機能低下，機能喪失した場合，他産業への甚大な波及が危惧

される．そこで，本研究では，(1)地域産業(水島地区工業地帯)との連携により，コンビ

ナートにおける高度安全制御，安全管理技術の確立，および，(2)種々の安全技術情報，

事故調査情報を共有可能な知的基盤の構築を目的とし，具体的には，次の３つを研究課

題を行う。

課題１ 統合的安全管理システムの構築，すなわち，(a)防災度強化のための基礎デー

タとしての危険評価手法と対応技術をデータベースとする知的基盤の構成，

および水島地区への適用，(b)安全技術情報・データ共有基盤，および安全評

価管理支援システムの構築

課題２ 必要機能を維持可能な高度分散化制御手法，操業手法，備蓄計画手法の確立

課題３ 必要機能を維持する対応操作でのヒューマンエラーを防止するためのコオペ

レータ(協同運転員)としての運転支援システムの構成

【期待される成果】

本研究は被災時に産業コンビナートとしての機能を維持するための制御，操業，備蓄

計画手法，情報基盤の確立を目指しており，大規模事故等の発生のような非定常環境で

の安全管理技術へ応用可能である．また，平常時においても，コスト削減のため省人化が

行われ，ヒューマンエラーに起因する事故が多発している．本研究で得た震災などの災

害を想定した高度安全制御，運転技術をこれらの事故防止など平常時の安全管理技術に

展開可能である．さらに，情報基盤の確立により，リスク算定の過程が明確になり，地

域住民とのリスクコミュニケーション情報提供の一つの手段となる．
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